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潮風にのせて
大分県立香々地青少年の家 所報

開所以来最大の転機ととらえ
子どもの生活の様子が昔と比べずいぶんと変わってきました。自然体験や

友達との遊びという直接体験に代わり、インターネットやスマートフォンを
介した疑似体験の場面が増え、心身の発達に様々な影響を与えることが調査
により指摘されています。また、私たちのふるさとを見つめると、少子高齢
化、過疎化が進み、改めて人のつながりを基盤とした地域づくりが求められ
ています。反面、昨今のコロナ禍により、野外での活動が見直されてきてい
ることも事実です。今年５０年目を迎える香々地青少年の家では、今を創設
以来の大きな転機ととらえ、今年度は大きく教育事業を刷新し、施設運営の
あり方の見直しに取り組んできました。

地域ぐるみで子どもに貴重な体験を ５０周年の先を 据えて 

改善志向の職場文化で未来に向かう
その一つとして、地域ぐるみ、つまり「人のつながり」で、施設運営の充

実を図る「地域とともにある施設づくり」を柱とし多様な連携を進めました。
県立施設ですので、「地域」は地元から大分県全体を範囲ととらえています。
国立青少年教育振興機構とも連携し、これまで以上のＰＲ活動を行い、そ

の結果多くの団体の方々と共に、新しく魅力的な取組を生むことができまし
た。協力をいただいた多くの方々にお礼申し上げます。今後も未来を見据え、
県民の皆様が身近に感じる施設運営を図ってまいります。
今年度の取組につきましては、報告集をホームページに掲載しております。

ぜひ、ご覧ください。

協力いただいた団体
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令和３年度に始めた主な取り組み

□ＮＢＵ日本文理大学人間力育成センターとの連携協定

□「体験の風をおこそう」運動（ゆめ基金）の受託
□インスタグラムの開設（投稿２０７回）※２月現在
□YouTubeチャンネルの開設（11本）

□所報の発行（１３年ぶり・年４回は開所初）

□施設運営協議会の再開と熟議による討議
□施設ボランティア登録制度（11名）
□４点セットを活用した目標管理（自己評価）
□不登校長期キャンプ(4泊5日参加49名)

香々地青少年の家では、平成６年から不登校傾向にある子どもたちを対象にした「ふれあいキャンプ」を
行ってきましたが、今年度から教員を常時配置し、自然環境に恵まれた施設を年間を通じた居場所とするた
め、「ふれあい活動日」を開始しました。これは、来所日も活動内容も子ども自身が決め、それに職員が対
応するものです。あらかじめ日程と活動内容が決められたこれまでの「ふれあいキャンプ」と違い、子ども
の自発的な学びに向かう力を養う、いわば「個別最適な学び」の実現に向けた取組と言えます。当初、関係
者からも本当にうまくいくのかと心配する声もあったこの取組ですが、予想以上の活動を行うことができま
したので報告します。今後もさらに受入体制を充実させたいと考えています。

個別最適な学びの実現に向けて「ふれあい活動日」
  少年教育施設における不登校対策事業 

活 動 告報
「ウインドサーフィン」

※科学実験はフリースクールに出向いて実施

日時 活動内容 参加人数 日時 活動内容 参加人数

５月３日 ＳＵＰ・キャンプ ２名 １０月３０日 テント泊 ２名

６月２日 科学実験 ２２名 １１月２０日 森フェス参加 ２名

７月２４日 テント泊 １名 １１月２４日 科学実験 ３０名

８月２９日 ウインドサーフィン １名 １２月１９日 プラネタリウム １名

９月１８日 プラネタ・図書館 ４名 ３月５日 森の生き物観察 １名

新たにホダ場を設置  クヌギ林の循環システムを活用した「しいたけ栽培」－
香々地青少年の家では「学びと健康の森」

にあるクヌギ林を活用し、しいたけの栽培
を行っています。毎年の恒例行事であるコ
マ打ちには多くの方に参加していただいて
います。しかし今年度は、新型コロナウイ
ルス感染拡大のために残念ながらイベント
が開催できず、職員で作業を行いました。
新たなホダ場として、念願であったクヌギ
林に隣接する場所へ移設することができま
した。また１つ、森の中に学習拠点が完成
しました。

森の中に設置している説明看板



「森の子学校」体験活動推進事業
香々地青少年の家敷地内の「学びと健康の森」や「キャンプ場」を

活用し、学校教育と連動した事前学習、直接体験、事後学習からなる
学習プログラムを実施し森林・林業教育の推進を図ります。

【対象】

県内の小学校１０校

学習プログラム例

お し せら

Since 1973Since 1973
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おかげさまで５０年 香々地青少年の家

開所５０周年 施設も装い新たに
香々地青少年の家は昭和４８年８月に開所しました。今年で

ちょうど「半世紀」となる５０年目を迎えます。
この節目を迎えるにあたって、平成２９年から進めてまいりま

した施設の大規模改修も終盤を迎えています。別館の内装工事も
３月に完了し、宿泊施設は冷暖房完備となりました。トイレも洋
式化、温水洗浄便座つきとなります。今後はキャンプ場の敷地改
修にかかります。好評のキャンプ場の一般利用は９月からとなり
ます。ご不便をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いし
ます。

サイクルラックが玄関ホールに完成

別館宿泊棟の工事完了まであとわずか

開所５０周年記念ロゴ

K.COMPANYとは、香々地青少年の家に集い時間を
共に過ごす仲間のこと（子ども、指導者、大人、職員
など全ての人々）を示しています。

集団宿泊活動
に関する調査研究

３月に発行する「大分県版宿泊体験活動の
てびき」を受け、令和４年度利用する学校
の実施状況を調査し、望ましい集団宿泊活
動の在り方について検証します。

①調査研究
調査５～９月 検証・報告１０～３月

②集団宿泊活動指導者研修会
５月１３日（金）６月１３日（月）

③豊かな体験活動推進研修（教職員研修）
一般選択
５月３１日（火）
中堅選択
８月３日（水）

④ボランティア活動
実地研修１泊２日
対象：大学生

※②～④は関連事業

R4 新 規 取 組

バードウォッチング

体験メニュー

①森を支える小さな生き物（指標生物採集）

②森を支える小さな生き物（ツルグレン法）

③バードウォッチング

④どんぐりウォークラリー

⑤フィールドビンゴ

⑥どんぐりアクセサリー作り

香々地青少年の家では、県内在住の児童生徒を対象に定期的に「理科実験教室」を開催しています。
今年度は１０回開催し、のべ１５０名の方が参加されました。開催した講座を紹介します！

線香花火を作ろう 見えない力の不思議

マドラーを作ろう ７色サイダーを作ろう

綺麗やなぁ 

シュワシュワしよんよ！！

★ 令和４年３月５日（土）「森の生き物ワンダーランド」を開催しました ★

海と星のミュージアム
大分県立香々地青少年の家
ＴＥＬ:0978-54-2096
ＦＡＸ:0978-54-2152
E-mail:ａ31514@pref.oita.lg.jp

あっ！メジロ！

どんぐりアクセサリー作り

どこ～?

次回３／１９（土）は「花炭作り」です


